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（様式８・別紙１）
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Results of the doctoral thesis defense 

博士論文審査結果
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Kanteewong, Thitipol 

The Kong Puja Drum: A Musical Communication in the Community of Khon 

Muang, Nan Province, Thailand 

本論文は、北タイの多数派民族であるコンムァンの社会において、仏教寺院に備えられ

神聖視されてきた太鼓コーンプジャーとその実践を研究対象としている。コーンプジャー

とは大型の円筒太鼓コーンメーと３種類の大きさの異なる小型円筒太鼓コーンルークトゥ

ップの一式を意味する。出願者は、コーンプジャーがタイ北部ナーン県に暮らすコンムァ

ンの共同体において、１）近隣住民へ警報や僧侶の訃報を発する役割、２）固有の信仰と

結びついた仏教儀礼での宗教実践の役割、３）今日では舞台公演といった地域を代表する

文化的活動に発展して共同体内の人的交流や伝統文化を活性化させる役割という３種の機

能を担っていることを解明した。 

約１年間にわたるフィールドワークに基づき、出願者自身が主要な調査地であるナーン

県プア郡のパハット寺院で２週間にわたって仏門に入り、そこでの参与観察から得た知見

や、奏者・楽器製作者・指導者へのインタビュー調査、複数の記録映像から、楽器の特徴

や製作方法、寺院の宗教儀礼におけるコーンプジャーの役割、演奏法や奏者となるまでの

過程といったコーンプジャーに関わる様々な側面を明らかにした。また同時に、リズム型

に着目した音楽構造を独自の記譜法を通して緻密に可視化し、記憶・伝承のための唱歌と

リズム型との関係性や演奏時の身体技法の分析も行っている。こうしたフィールドワーク

や音楽分析によって、文化人類学や民族音楽学の先行研究では十分に追究されていないナ

ーン県のコーンプジャーを包括的に明示したことが本論文の特徴である。 

本論文は７章で構成される。第１章の序論では、研究目的や対象範囲、論点、調査方法

が示される。世界の他地域の太鼓文化に関する研究や、ラーンナー地域の音楽に関する先

行研究に触れ、音楽的コミュニケーションの理論的枠組みについても検討している。 

第２章では、13 世紀のラーンナー王朝下からビルマによる支配を経て、2010 年代に国家

観光文化政策の重点地域に指定されるまでのナーン県の歴史的推移を概略した上で、同県

に暮らすコンムァンの民族的・宗教的背景に言及し、彼らの宗教儀礼が土着の信仰と仏教

が融合して存続してきたことを指摘する。また主要調査地であるナーン県バーン・パハッ

ト村では、村内唯一の仏教寺院であるパハット寺院を中心とした社会的・宗教的活動を通

して、コンムァンの共同体が保持されている状況を概説する。 

第３章では、ナーン県のコーンプジャーがもつ前述の３種の機能や、奏者となる過程や

学習方法、コーンプジャーを設置する鼓楼の特徴について考察する。元来、コーンプジャ

ーは僧侶や見習い僧、元僧侶の男性によって寺院内部で伝承されてきた。現在では寺院外

の文化行事で俗人男性にも演奏されるようになったが、入門の儀礼を経て、唱歌を用いて

リズム型を習得する伝統的な教授法は維持されている。



第４章では、ナーン県のコーンプジャーの製作について扱っている。前半では、製作者

の減少や国による楽器修理のための支援状況を指摘した後、コーンプジャーを構成する４

種の太鼓の形状、構造、部品、素材、音響効果、および演奏時に使用される銅鑼やシンバ

ルについて、イラストや写真を活用して解説する。後半では、コーンプジャーに呪文が書

かれた「心臓」を入れる儀礼と鼓楼に設置する儀礼を考察し、その重要性を強調する。コ

ンムァンはコーンプジャーに命が宿ると考え、大型太鼓コーンメーの内部に瓢箪製の「心

臓」を取り付けることによって超自然的な力を持った神聖な楽器と見なす。 

第５章では、ナーン県のコーンプジャーの音楽的特徴と奏法を分析している。コーンプ

ジャーの演奏は、北タイでラバムと呼ばれる伝統的なリズム型が根幹となる。本章では、

重要な２種類のラバムとその音楽構造について、各楽器のリズムや奏法、各打音に対応し

た詩句の音節を独自のリズム譜によって可視化して解析し、更に奏者に求められる即興演

奏や躍動的な身体動作の技法についても言及する。 

第６章では、寺院での伝統を保持しながらも、同時に若年層を含む様々な演奏グループ

が結成され、ダイナミックなパフォーマンスが新たに創造されている、今日のコーンプジ

ャーをめぐる現象について論じている。その実践が若者にとっては文化的アイデンティテ

ィの萌芽や伝統文化を体感する機会となり、演奏のコンクールや様々な音楽ジャンルとの

融合によって演奏活動や文化保存のネットワークが興隆している状況を指摘する。 

結論部である第７章では、ナーン県のコンムァン社会におけるコーンプジャーの重要性

と音楽的・文化的コミュニケーションとしての機能について総括する。 

本論文は、仏教寺院での得度を含む長期フィールドワークを根幹として、コンムァン社

会のコーンプジャーに関する民族誌を詳細に描き出した。伝統的な楽器製作、演奏方法、

演奏スタイル、演目、近年の新たな演奏コンテクストの出現やそれに伴う変容といった音

楽的側面のみならず、コーンプジャーに関連する寺院での儀礼やコンムァンの信仰体系と

いった宗教的側面までを網羅した包括的な研究であり、その学術的価値は極めて高い。ま

た同時に、通常は僧侶が音楽演奏に関わることがタブーとされる上座部仏教社会で、僧侶

がコーンプジャーの伝承の中心となってきた点を明らかにしたことは、仏教や精霊信仰と

の関わりという観点から北タイ社会における音楽概念の広がりを考察する上で意義深い。 

更に、音楽分析の手法に着目すれば、コーンプジャーの音楽構造や奏法を、出願者が独

自に構築した記譜法によって可視化した点は評価に値する。また、詩あるいは言葉遊び的

なフレーズによる唱歌が、太鼓のリズム型の表現・記憶手段となっていることの解明は、

音楽構造と言葉との関係や音楽と言語の比喩的な結びつきを考察するための貴重な事例で

ある。こうした分析に基づく多数の譜例は、研究者は勿論、今後のコンムァン社会におけ

るコーンプジャーの音楽的発展や伝承に寄与する貴重な資料となるであろう。 

一方で、先行研究が提示した理論的枠組みの理解や、本研究での事例を基にした理論的

考察については十分とは言い難く、今後の更なる研鑽が必要である。また、ナーン県のコ

ーンプジャーの独自性を強調してはいるが、東南アジアの類似する太鼓文化やその歴史と

比較し、位置づけるところにまで議論が展開されていない点は惜しまれ、今後の研究の継

続に期待するところである。 

こうした課題はあるものの、本論文はアジアの太鼓文化の事例を考察した数少ない研究

であると同時に、これまでタイ語以外での研究成果が少なかった北タイの音楽研究の基礎



を築く研究として、極めてその学術的貢献は大きい。以上の理由により、審査委員会は全

員一致で、本論文が博士の学位授与に値すると判断した。
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